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寝屋川精神保健福祉ボランティア 
「サンルーム」 

点訳ボランティア 
「野いちご会」(柏原市)

異文化の社会で暮らす孤独 
伊藤みどりさんは台湾で生まれ育った。台湾の「い

のちの電話」でソーシャルワーカーとして働いていたが、

日本人男性と結婚し、1977年に来日。翌年には「帰化」

して日本国籍を取得して、ふたりの娘にも恵まれた。夫

は異国で暮らすことになった妻を気遣い、家事や育児

にも協力してくれる。しかし、言葉も文化も価値観も違

う社会での生活や子育ては想像以上に困難で孤独だった。 

「どこへも逃げられず、精一杯生きるしかなかった。

こうした経験から、子どもがある程度大きくなったら、

少しでも人のために役立つことをしたいという夢をも

ちました」 

1980年代は多くのアジア女性たちが出稼ぎのため

に来日し、「ジャパゆきさん」と呼ばれた。そんななか、

2日続けて計4人の台湾女性が道頓堀川に飛び込み、

うち1人が死亡するという事件が起きた。 

「新聞記事を読んで、本当に心が痛みました。もし

悩みを打ち明ける場があれば、自殺を防ぐことができ

たんじゃないかと」 

1987年、台湾に里帰りした伊藤さんはかつての職

場を訪ね、「日本でも“いのちの電話”をやりたい」

とねばり強く協力を求めた。一方で、日本の新聞に投

稿するなどして自分の思いを発信した。何の力ももた

ない「主婦」の立場で、社会的な事業を立ち上げるの

は容易ではない。しかしそうせずにはいられない切迫

感と「困っている人の力になりたい」という強い思い

が伊藤さんを後押しした。 

 

違いを認め合い、学びあう姿勢を 
1990年11月、「関西生命線」がスタートした。

電話相談が中心で、必要に応じて医療機関や弁護士へ

つなぐ。すべて無償のボランティアで行い、事務所は

伊藤さんの自宅の一角だ。スタート当初は留学生から

の相談が大半を占めたが、現在は国際結婚で来日した

人やその家族からの相談が目立つ。 

「まず日本人の夫が相談してくるケースが多いですね。

面談すると、夫の顔に傷があることも。追い詰められ

た妻が家のなかで暴れるんです。こうなると治療が必

要なので、家族と相談しながら慎重に医療へつなぎます」 

雑巾の縫い方が分からない。リンゴの皮をむかずに

丸かじりする。お弁当がつくれない（中国には弁当と

いう習慣はなく、その言葉すらない）。自己主張がはっ

きりしていて、必要であれば反論をするなど。文化や

価値観、民族性の違いを「本人のせい」にされ、非難

される。家族のなかで孤立し、追い詰められた末に心

を病む人が後を絶たない。相談をしてきた人のうち1

割強が「自殺を考えた」と話している。 

「日本人はチームワークを大事にする。だからこそ

今の日本の発展があります。一方、中国人は個人主義

で自己主張が強い。いいか悪いかではなく、民族性の

違いなのです。家族はもちろん、地域や学校でも違い

を認め合い、学びあう気持ちをもってほしいのです」 

さらに伊藤さんは力をこめて話す。「共生とは文化

を混ぜること。混ぜれば自分の文化を捨てなくてもい

いし、相手の文化もわかるでしょう」。少数派の文化

も切り捨てない社会こそが、豊かな文化をもっている

と言えるのである。 

 
 
 
 
 
 
相談電話　06-6441-9595 
相談日時　火・木・土　午前10時～午後7時 
URL　http://www.geocities.jp/kansaiseimeisen/
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1996年2月に寝屋川市内の精神保健福祉に関わる
機関、団体が主催した精神保健福祉ボランティア講座「出
会いの輪を広げよう」の受講が結成のきっかけでした。
ストレスの多い現代社会では、子どもから大人までが
たくさんの悩みを抱えており、こころの問題に関心が
深まってきつつある状況でもありました。こころの病
を抱える方たちの社会参加を助けるとともに、こころ
の病について理解と関心を深めることを目的として、
同年7月に有志数名でサンルームを誕生させました。 
その後の4年、ボランティア講座を主催する側にも
入らせていただき、志を同じくする会員も増え、また、
私たちの活動を側面から応援してくださる賛助会員の
方たちとともに現在に至っています。名前のごとく温
かいお日さまポカポカの明るい部屋で病める人、悩め
る人、元気な人がともに集い、ふれあい、思いを分か
ち合う、気負わずさりげない活動を目指しています。 
活動内容は、作業所、医療機関のデイケア、レクリエー
ション、イベントの手伝い、自立支援促進会議への出席、
地域交流事業「ひなたぼっこの会」の主催等をしてい
ます。活動も10年を迎え、メンバーさんたちの自立
もすすみ、それをとりまく環境も整備され、私たちの
活動も次の場面を検討すべく、転機を決断する年と考
えています。 
障害のある方たちにやさしい街、それは健常者とい
われる人たちにとっても住みやすい街といっても過言
ではないと思います。思いやりのある街づくりの担い
手として、ちいさなグループから発信できることは何
かを求めて、今後も活動していきたいと思っています。 
 

私たち「野いちご会」は1990年10月に結成、今
年で16年になる点訳ボランティアグループです。会
員は現在18名で、会員の中には視覚障害者もおり、
その方のアドバイスも受けながら活動しています。 
活動の内容としましては、点字カレンダーの作成か
らスタートしましたが、これは結成以来16年続けて
おり、利用者に喜ばれています。そして新聞などのコ
ラムを点訳した月刊の会誌「のいちご」の発行や、交
流及び共同学習の生徒・学生に対する教科書の点訳な
どを柱として活動しています。昨年は府立高校の保健
体育の副教材を点訳しました。最近では柏原市の「広報」
の抜粋、柏原市社会福祉協議会の「社協かしわら」、
自立支援センターの｢会報｣（ぴあ・かしわら）などの
点訳も定期的に行っています。このほか、小学校の点
字体験学習に協力し、点訳絵本をその小学校へ寄贈し
たり、介護施設の利用説明書や契約書などの点訳に関
する依頼にも随時対応していますが、これからも活動
内容の充実に努めたいと思っています。 

昨年4月からは、点訳した小説を柏原市立図書館に
蔵書として置いてもらえるようになりました。 
また5年前から、柏原市社会福祉協議会の後援で点
訳ボランティア講座を開講し、後に続く会員も増えて
きています。点訳はとても地味で根気と時間を要する
作業ですが、大変やりがいのあるボランティア活動だ
と思っています。会員一同微力ではありますが、これ
からもより一層力をあわせ、視覚障害者のニーズに少
しでも多く応えられるよう努力していきたいと考えて
います。 
 

伊藤みどりさん 
い とう 

（関西生命線代表） 
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共生は互いの文化を 
　　“混ぜる”ことから始まる 
共生は互いの文化を 
　　“混ぜる”ことから始まる 

関西生命線  
台湾語と北京語によるいのちの電話 


